
日 時 令和７年１１月１５日（土）

午後１時３０分～

場 所 利根町文化センター 多目的ホール

令和７年度 町政懇談会

次 第

１ 開会

２ 町長あいさつ

３ 町からの説明

○令和７年度主要事業等の取組状況について

○令和６年度決算及び町の財政状況について

《休 憩》

４ 事前質問への回答

５ 町政全般について意見交換

６ 閉会



令和２年度主要事業等の
取組み状況について令和７年度主要事業等の取組状況について



総務行政一般
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●地域公共交通計画について

町では，「みんなの生活を みんなで支える 持続可能な地域公共交通ネットワークの構築」を基本方針とした，利根町地域公共交通計画を

令和７年３月に策定し，持続可能な地域公共交通ネットワークの構築のための施策及び事業に取り組んでいます。

本計画は，人口減少や少子高齢化の進行に伴い公共交通利用者が減少している公共交通の安定的な維持や，町民の生活の足を確保するため，地
域公共交通の全体的な見直しに取り組む施策をまとめた計画であり，計画期間は令和７年度から１２年度までとなっております。

事業① 路線バスの見直し 事業⑦ オープンデータ化の推進

事業② 福ちゃん号の効率運行化 事業⑧ 交通事業者の運転手確保に向けた支援の検討

事業③ ふれ愛タクシーの利便性向上 事業⑨ 近隣市の交通サービスの乗り入れ検討

事業④ 新たな交通サービスの検討 事業⑩ 総合交通マップの充実

事業⑤ 交通結節点における乗継環境整備 事業⑪ 周知チラシ等の充実

事業⑥ 一体的な運賃体系の構築検討 事業⑫ 乗り方教室の開催

●計画目標達成に向けた事業一覧

地域公共交通計画・公共交通弱者対策【政策企画課】

予算額：公共交通対策事業（822,000円），ふれ愛タクシー運行事業 （24,267,000円）



総務行政一般
地域公共交通計画・公共交通弱者対策【政策企画課】

予算額：公共交通対策事業（822,000円），ふれ愛タクシー運行事業 （24,267,000円）

２

●令和７年度 公共交通に関する取り組みについて

事業① 路線バスの見直し

大利根交通バスの運行ルートの見直し（現在協議検討中）

（立﨑→国保診療所→ニュータウン→フレッシュタウン→健康増進等複合施設・図書館・文化センター等→

→もえぎ野台→北方車庫→早尾台→羽根野台→羽根野→取手方面 へ）

事業② 福ちゃん号（福祉バス）の効率運行化（11月4日から実施）

健康増進等複合施設及び日本ウェルネススポーツ大学へ福ちゃん号の停留所設置

事業④ 新たな交通サービスの検討

日本ウェルネススポーツ大学スクールバスで布佐駅との送迎（11月4日から実施）

※「事業① 路線バス見直し」については，ルート再編案がまとまった後，地域公共交通活性化協議会にてご意見を伺い，

新たなルートでカバーできない移動ニーズにつきましては，福ちゃん号とふれ愛タクシーの見直しも含めて順次検討して参ります。



道路等の整備・環境関連
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位置図 実施内容

骨格道路網の整備を図るため，町内幹線道路の
拡幅工事を行います。

・町道１１２号線
農免道路の立木十字路側から中谷方面へ向け，

工事を実施しています。

・町道１０１号線（産業道路）
早尾地内のバス通りの区間において，工事に

着手しています。

【その他の道路整備】
町道１０３号線（茨城県による過疎代行事業）
県道取手・東線バイパス事業（茨城県）

改良工事前（町道1１２号線） 改良工事後（町道1１２号線）

町道１0１号線
早尾地内

町道103号線
（過疎代行事業）

町道112号線
立木・中谷地内

道路改良工事事業【建設課】

予算額：107,000,000 円



農業振興関連 経営体育成基盤整備事業【農業政策課】
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現在の水田農作業の課題と対策事業主体 茨城県

・区画が小さく分散している ・区画の拡大と集約
・水はけが悪く営農に支障がある ・排水改良
・既存の用水施設の老朽化 ・用水施設の更新
・農道が狭く，大型機械が入れない ・農道の拡幅
・後継者不足や高齢化により作付け出来ない ・担い手へ営農移行，集積

予算額：124,144,000 円

施 工 前 施 工 後

未整備の水田 大区画化された圃場

課 題 対 策

営 農

担い手による田植え作業
（大区画化された圃場）
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利根西部地区 利根南部地区

○受益面積 241.5ha （田：226.0ha  畑：15.5ha）

○総事業費 5,778,000 千円

○事業期間 平成30年度～令和15年度

○受益面積 104.4ha （田：97.7ha  畑：6.7ha）

○総事業費 2,044,000千円

○事業期間 令和3年度～令和11年度

農業振興関連 経営体育成基盤整備事業【農業政策課】

予算額：124,144,000 円



就学前教育・保育施設整備費補助金【子育て支援課】

予算額： 13,866,000円
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就学前教育・保育施設整備費補助金とは

令和７年度 事業実施内容（予定）

〇事業の目的 保育の提供体制確保に向けて，保育所等の新設，修理，改造又は整備に要する経費等を
補助することにより，子どもを安心して子育てすることが出来る環境を整備する。

〇補助概要 園や事業所に，施設整備事業及び防音壁設置の実施等に要する経費に対し交付します。

〇対象施設 保育所，幼稚園（認定こども園への移行に伴うもの），認定こども園，小規模保育施設，
乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）実施事業所 等

〇補助割合 国 １／２ 町 １／４ 設置主体（園） １／４

〇幼稚園 １園
教育・保育の環境を整える為に園内の老朽化したエアコンの整備
・エアコン改修工事

〇保育園 1園
教育・保育の環境を整える為に園内の外壁塗装と空調機の整備
・園舎等外壁塗装工事
・空調機取付工事

子育て支援関連



学校教育関連
利根中学校格技場長寿命化改良工事【学校教育課】

予算額：228,910,000 円
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『利根町学校施設長寿命化計画』に基づき，老朽化が進んだ格技場の長寿命化
改良工事を行い，安全で快適な教育環境の充実を図ります。

〇構 造 Ｓ造（鉄骨造）

〇延床面積 496ｍ２

○建 築 年 昭和61年（1986年）

○築 年 数 39年

利根中学校格技場

工事概要

〇工 期 令和7年7月31日～令和8年3月31日 244日間

〇工事内容 外部：屋根改修，外壁張替え，スロープ設置

内部：内壁塗装，床張替え，多目的トイレ増設，

トイレ改修，更衣室改修，空調設備新設

完成イメージ図

工事着工前

南側立面図 東側立面図



文化センター多目的ホール照明器具外更新について【文化センター】

予算額： 147,576,000円
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●文化センター多目的ホール照明器具外更新工事について
文化センターは開館４０年が経ちました。この長い歴史の中で，多くの地域の皆様にご利用いただき，数々の

文化活動が行われてきました。しかしながら，開館から年月が経ち，施設全体の老朽化が進んでいます。
今回は，蛍光灯製造販売の中止に伴い，より快適な環境を提供するために，多目的ホールの照明器具更新工事を

実施します。

●工事の目的と重要性
照明設備は，文化センター内のイベントや展示，リハーサルなどの活動において非常な重要を果たしており，

長年使用された設備は，エネルギー効率が低く，老朽化による不具合が増えてきました。このため，照明の交換
や改修を行い，多目的ホール内の明るさを確保するとともに，省エネルギー化を進め，環境への配慮も実現する
ことが目的です。

●工事の内容
照明設備の更新
既存の照明器具をLED照明に交換し，エネルギー効率を向上させます。また，調光機能を追加することで，
用途に応じた最適な明るさを調整できるようにします。

●工事の期間

令和８年１月１３日（月）～ 令和８年６月３０日（火）まで
※上記日程は仮のため，工事進捗状況によっては前後することがあります。
※工事期間中は多目的ホールが使用できません。ただし，多目的ホール以外の部屋は通常どおり使用できます。

生涯学習関連



国際交流・多文化共生推進事業【生涯学習課】

コミュニケー
ション支援

生活支援

意識啓発
・広報紙に毎月啓発記事を掲載「HELLO！多文化共生」
・パネル展の開催や地場産業フェスティバルに出展
・講座や研修会等の開催（外国人，職員，地域住民向け）

・住民協働事業団体のサポート
①日本語サロン
→日本語教室の運営，イベント開催等

②留学生コネクとね
→外国人留学生と地域住民との交流会や留学生への生活サポート等

・ワーキングチームの活用
（総務課・政策企画課・防災危機管理課・税務課・住民課・生活環境課・保険年
金課・まち未来創造課・学校教育課・指導課・生涯学習課等）
・地域おこし協力隊の活用（令和８年１月１日採用予定）

多文化共生関連
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フレイル予防関連
高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施事業【保険年金課】

予算額：9,777千 円（茨城県後期高齢者医療広域連合より受託，一部人件費を含む）
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【ハイリスクアプローチ】

かむカム栄養塾

75歳以上で口腔機能低下・低栄養の方を対象とした口腔機能向上教室

（福祉課・保健福祉センターとの共同事業）

健康状態不明者対策

75歳以上で健診・医療機関を過去２年以上未受診かつ要介護認定をされていない方を

対象とした，個別介入（主に，アンケート送付，電話，訪問）

【ポピュレーションアプローチ】

通いの場等への関与

町内の通いの場等をはじめ，集団での健康教育及び健康相談



フレイル予防の取り組み①【福祉課】

～元気アップ事業～ 予算額： 3,124,800円
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【運動器機能向上プログラム】

【内容】
理学療法士・作業療法士・柔道整復師等

の専門職が，レッドコード，ストレッチな
どの集団トレーニングや，マシントレーニ
ングなどの個別トレーニングを指導し，運
動器機能の改善を目指す。
【日程】
・面談後，目標を立てて順次開始
・週1～2回，24回コース
【委託事業所(2事業所)】
・介護老人保健施設もえぎ野
・フィットネスデイ・まきうち
【利用料】
・1回200円(送迎利用者は別途200円)

【認知機能向上プログラム】

【内容】
理学療法士・作業療法士・介護福祉士等

の専門職が，レッドコード，マシントレー
ニングなどの運動や，作業や会話を通して
認知面の改善を図る。
【日程】
・4人以上集まれば面談後に開始
・週1回，12回コース
【委託事業所(1事業所)】
・介護老人保健施設もえぎ野
【利用料】
・1回200円(送迎利用者は別途200円)

フレイル予防関連



フレイル予防の取り組み②【福祉課】

～住民交流通いの場事業～ ～認知症カフェ事業運営補助金交付～
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【認知症カフェ事業運営補助金交付】

【内容】
認知症の方やその家族が集い，情報交換

や相談の支援拠点で，その活動を支援する
ため，令和8年度から活動費を町から交付
する。
【補助金額】

1団体につき年額10万円を上限（予定）。
●現在，町内で活動している認知症カフェ
は2か所。

【住民交流通いの場事業】

【内容】
地域住民主体の「通いの場」において，茶話

会・体操・レクリエーション及び認知症予防等
の介護予防活動を行う。開催実績に基づき，町
から活動費等を交付する。
【対象者】
①65歳以上の高齢者
②要支援及び総合事業対象者
③この事業の活動運営に関りを希望する者

【活動費等】
①開設準備費（1回に限る） 10,000円
②1月当たり開催回数1～4回 3,000円
③1月当たり開催回数5～8回 1,500円
※但し，交際費，食糧費，弁当代（事業目的

のために必要と認められるものは除く）
●R7年度10月1日時点で，13団体。

予算額： 2,834,000円 予算額： 300,000円

フレイル予防関連



フレイル予防関連
一般介護予防事業【保健福祉センター】

予算額：9,19,4000 円
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【介護予防普及啓発事業】

65歳以上で機能低下の方を対象とした介護予防教室

運動機能向上：健脚くらぶ

認知機能向上：キラリ☆脳トレ倶楽部

口腔機能向上・低栄養の改善：かむカム栄養塾

65歳以上の一般高齢者を対象とした教室

はつらつトレーニング：健康増進等複合施設トレーニングルームにて，毎週1回程度，6か月間，

トレーニング講師指導のもと自主トレーニングを実施。

【地域介護予防活動支援事業】

シルバーリハビリ体操：町内15か所以上で開催

フリフリ地区運動集会：月6回2会場（布川地区コミュニティセンター，文化センター）で開催



文化財の保護及び観光利用関連

国指定文化財：

文化財の保護について【生涯学習課】
予算額：824,000円

金銅板両界曼荼羅（工芸品） 

 ※東京国立博物館にて保管 

利根地固め唄（無形民俗文化財） 

 ※利根地固め唄保存会が継承・指導等の活動を行っている。 

布川貝塚・花輪台貝塚・赤門・間引き絵馬・鎌倉街道など 

３１件（史跡・彫刻・絵画・古文書等） 

町の埋蔵文化財：２３か所（かぶと塚，よろい塚，庄兵衛台遺跡 など）

金銅板両界曼荼羅

利根地固め唄主な活動：①もえぎ野台からの鎌倉街道入口付近に，散策する方用へ仮設トイレを設置。

トイレの管理及び定期清掃業務を行っている。

②利根町文化財保護審議会の開催

③各種歴史講座の開催（「『利根川図志』を原本で読もう」講座，「ふるさとを学ぶ」講座）

県指定文化財：

町指定文化財：
（左が金剛界 右が胎蔵界）
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商工観光 観光事業【まち未来創造課】

•利根町の観光資源

•利根川桜づつみ •利根親水公園 •大平野生植物園

蛟蝄神社（門の宮） •徳満寺•鎌倉街道

文化財の保護及び観光利用関連
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•利根町の観光資源

•利根町民納涼花火大会布川神社臨時大祭 •利根町観光協会イメージキャラクターとねりん

文化財の保護及び観光利用関連

商工観光 観光事業【まち未来創造課】
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防犯カメラの増設について【防災危機管理課】
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現在，町管理の防犯カメラを町内主要幹線道路の交差点付近等に

設置しておりますが，令和８年度以降，防犯カメラの増設を予定し

ています。

設置場所につきましては，取手警察署と協議のうえ決定します。

目 的

犯罪の抑止，事件の早期解決や町の安全安心の向上に繋げるため

町管理の防犯カメラ台数：１２台（令和７年１１月１日現在）

防犯関連


